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あけまして おめでとうございます

新年、あけましておめでとうございます。冬の寒さを感じながらも例年のような雪に困ることなく、新年を

迎えることができました。１学期、２学期には保護者のみなさまにはたいへんお世話になり、ありがとうござ

いました。おかげさまで子どもたちは元気に、楽しく園生活を送ることができました。本年もどうぞよろしくお

願いします。

緊張と達成感・充実感

思いを出し切った“発表会”

【子どもたちの思いで始めた“発表会”】

発表会を行うこと、それは子どもたちからの言葉

で始まりました。園の行事として予定はしていました

が、子どもたちには

伝えていませんでし

た。秋に行った運動

会と同様、月組の子

どもたちからの「去

年の月組さんみたいに発表会をやりたい！」という

言葉で、星組や花組の子どもたちからは「私たちも

やりたい！」という言葉で始まりました。そしてそこか

ら、どんな劇をしようか、どんな道具が必要だろうか

を保育者が問いかけ、子どもたちがあれこれと考え

ながら進んでいきました。セリフや動きのほとんどは

子どもたちが考えたものです。道具も子どもたちの

手作りでした。普段の遊びを再現した花組、１年間

通して追求してきた物語を劇にした星組、好きな絵

本からストーリーを見つけて演じた月組など、各クラ

スがそれぞれに自分らしさを発表内容に表していま

した。 （裏面に続く）

令和５年が

よき年になりますように

「あけましておめでとうございます」 どのような

思いでご挨拶をされましたでしょうか。多くの方が

「新しい年を迎えることができておめでとう」という

思いをもたれたことと思います。こんな説もありま

す。元々は秋の豊作を祈ることなどに使われたこと

ですが、期待する状況になることを予め祝う『予

祝』として、この１年が最高の年になることを願って

挨拶を交わすという方もおられます。昨年に始まっ

たロシアのウクライナ侵攻で、幼い子どもたちでさ

えも言葉には言い表せない凄惨な日々を送る姿

が報道されています。国内外を問わず経済状態も

厳しさが続いています。令和５年が全ての人にとっ

て幸せな年になることを願って、そして藤波の子ど

もたちが毎日を楽しく過ごして、それぞれが成長し

てくれるこ

とを願って

「あけまし

て おめで

とうござい

ます」



【他のクラスをたたえる優しさ】

発表会はクラ

ス（年齢）別で保

護者の方に参観

いただくため、子

どもたちが他の

クラスの発表を

見ることができるのは各クラスの練習でした。練習

の後、見ていた子どもたちが感想を言うのですが、

その発言に、横で見ていた私は驚きと喜びいっぱ

いでした。「じょうずだった。」「かわいかった。」「と

てもよかった。」練習なのでセリフにつまったり、動

きに迷いがあったりしていたのですが、そのことを

批判するような言葉は一切ありませんでした。

【緊張感から達成感へ】

当日の子どもたちの

緊張感は最高潮でし

た。そして演技が終わ

る頃は、これ以上には

ない安心感いっぱいの

笑顔。子どもたちの発案で、手をつないで歌う子ど

もたち。このように

緊張感と達成感・

充実感を経験す

ることで成長して

いくのかなー、と

思う瞬間でした。

【保護者の方より】

後日、保護者の方からたくさんのメッセージをい

ただきました。その一部を紹介します。
……とても緊張している様子でしたが、しっかり

演じられていて嬉しかったです。目の前のことに

一生懸命でいつもこんなにたくさんのことを吸

収して頑張っていると思うと、帰ってきて甘える

のも納得しました。かわいく頑張っている様子が

見られてよかったです。……

おいしい焼きいもに大満足

泰山寺でのいもほり

で収穫したサツマイモ

を、地域の方やボランテ

ィアサークルの方にお願

いし、焼きいもをしてもらいました。できあがった焼

きいもをおやつにいただい

た子どもたちは、とろっとろ

で甘い焼きいもに大喜び

でした。花組の子どもたち

はあまりのうれしさに、翌日、ドラム缶に見立てた

段ボール箱で焼き

いもごっこをして遊

んでいました。次の

方たちにお世話に

なりました。

大師山ボランティアサークル

森田一男さん、 中井昌二さん

本庄・青柳地区の方たち

梅村頼子さん、 秋永豊子さん

川越朱美さん、 白井恭子さん

ありがとうございました

月組から星組への引き継ぎ

幼児のたてわり活動

の中で上の子は下の子

に思いやりの気持ちをも

ちながら、下の子は上の

子にあこがれながら接しています。年度末が近づ

くにつれ、クラス（年齢）別の取組を少しずつ引き

継いでいます。月組（年長）の子どもたちが取り

組んできた畑も星組（年中）に渡していました。

保護者さんからいただいたタマネギや、嶋﨑ひ

な子さんと保護者さんからのイチゴの苗を、早速

に畑に植えていました。ありがとうございました。


